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(57)【要約】
【課題】運搬中に挿入部の先端部、或いは湾曲部等を壁
、或いは障害物等にぶつけて発生する不具合を防止し、
かつ、挿入部をユーザーの好みにしたがって取り纏めて
操作部から挿入部が垂れ下がることを無くす挿入部保持
具を提供すること。
【解決手段】挿入部保持具３０は、操作部１１から延出
される挿入部１２が挿通される第１貫通孔３１と、第１
貫通孔３１に隣設し、挿入部１２の先端側部分である先
端部１４、或いは可撓管部１６の先端側を保持するため
の第２貫通孔３２と、を具備している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡操作部から延出される挿入部が挿通される第１貫通孔と、
　前記挿入部の先端側部分を保持するための第２貫通孔と、を具備することを特徴とする
挿入部保持具。
【請求項２】
　第１貫通孔の孔形状と、第２貫通孔の孔形状とが異なることを特徴とする請求項１に記
載の挿入部保持具。
【請求項３】
　前記第２貫通孔は、
　第１の直径の挿入部の先端側部分を弾性力で保持する第１挿入部保持部と、
　第１の直径の挿入部より細径な第２の直径の挿入部の先端側部分を弾性力で保持する第
２挿入部保持部と、を有する長孔形状であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の挿入部保持具。
【請求項４】
　前記第１貫通孔には前記挿入部が最初に挿通され、
　前記第１貫通孔は、前記挿入部の長手軸方向に移動可能で、かつ該長手軸回りに回転可
能な孔形状であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の挿入部保持具。
【請求項５】
　前記第１貫通孔は、前記内視鏡操作部に対して弾性力によって着脱自在であることを特
徴とする請求項４に記載の挿入部保持具。
【請求項６】
　前記第１貫通孔は、弾性力によって前記挿入部を保持可能であることを特徴とする請求
項４に記載の挿入部保持具。
【請求項７】
　前記弾性部材の外縁面に、押圧することによって、前記第２貫通孔の第１挿入部保持部
の径、および第２挿入部保持部の径を拡径させる押圧部を設けたことを特徴とする請求項
１－６の何れか１項に記載の挿入部保持具。
【請求項８】
　前記弾性部材の外縁面に、前記挿入部の中途部分を弾性力によって保持する凹部を設け
たことを特徴とする請求項１－７の何れか１項に記載の挿入部保持具。
【請求項９】
　観察部を先端側に備えた内視鏡挿入部と、
　前記内視鏡挿入部の基端部が接続された第１の筐体部と、
　前記第１の筐体部と電気的に接続された第２の筐体部と、
　前記請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の挿入部保持具と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記挿入部保持具の一方の貫通孔に挿通され、その先端側部分が他方の貫通孔に保持さ
れる挿入部の中途に形作られる螺旋形状の螺旋状挿入部を、一つに纏める巻回部保持部を
有することを特徴とする請求項９に記載の内視鏡装置。
【請求項１１】
　前記巻回部保持部は、前記第１筐体部と前記第２筐体部とを一体に取り付けること、及
び一体に取り付けられた前記第１筐体部と前記第２筐体部とを再び別体にすることを可能
にする着脱機構部が兼用し、
　前記螺旋状挿入部は、前記着脱機構部によって一体に取り付けられ前記第１筐体部と前
記第２筐体部との間に吊り下げられて保持されることを特徴とする請求項１０に記載の内
視鏡装置。 
【請求項１２】
　前記巻回部保持部は、前記内視鏡挿入部、又は前記筐体部のいずれかに設けられる結束
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具であることを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作部から延出する挿入部を一纏めに保持する挿入部保持具、及び挿入部保
持具を備える内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野及び工業分野において、細長な挿入部を有する内視鏡が使用されている
。工業用分野において用いられる内視鏡装置においては、可搬性が求められている。そし
て、特許文献１には、細長な挿入部の先端部に撮像素子を内蔵した内視鏡と、モニターが
設けられた装置本体とで主に構成された内視鏡装置が示されている。
【０００３】
　この内視鏡装置の内視鏡には、挿入部の基端部に湾曲部を湾曲させる湾曲レバーを備え
た操作部が設けられている。装置本体には、内視鏡に電源電力を供給する電源部、観察部
位を照明するための照明光を供給する光源部、及び撮像素子の駆動を行う電気回路、撮像
ユニットから出力される画像信号から映像信号を生成する画像処理部が設けられている。
【０００４】
　この内視鏡装置においては、可搬性を向上させるため、内視鏡の操作部を、装置本体を
構成する筐体の一側部に着脱自在に取り付けること、及び取り外すことを可能にする着脱
部が設けられている。また、内視鏡装置は、図示しないベルトを備え、装置本体の筐体に
はベルトが備えるベルト金具を着脱自在に取り付けることが可能な筐体側金具が設けられ
ている。
【０００５】
　このように構成した内視鏡装置によれば、ベルト側金具を筐体側金具に取り付け、ベル
トを例えば肩に掛けることによって、操作者は、装置本体を身につけ、内視鏡操作部を手
に持って内視鏡観察を行うことが可能になる。また、内視鏡の操作部を装置本体に取り付
けた状態で、装置本体を身につけることによって、内視鏡装置を肩から提げて運搬を容易
行うことが可能になる。
【０００６】
　しかし、内視鏡装置を肩から提げて運搬する際、操作部から延出する挿入部が垂れ下が
っていると、運搬中に作業者が誤って挿入部を踏むおそれ、或いは、運搬中に挿入部を壁
や障害物等にぶつけるおそれがあった。
【０００７】
　そして、挿入部の先端側部分が踏まれる、或いはぶつけられると、先端部に設けられた
撮像素子、光学レンズ等が破損されて観察画像に不具合が生じるおそれ、或いは湾曲部を
構成する湾曲駒が変形して湾曲動作に支障をきたすおそれ等があった。　
そのため、運搬中に挿入部の先端側部分にダメージが与えられることを防止した内視鏡装
置が望まれている。
【０００８】
　特許文献２には、挿入部、特に挿入部の先端部上に物品が置かれること、或いは作業者
等によって踏まれること等によって、先端部に内蔵されている光学レンズ、撮像素子、或
いは発光素子等が破損する不具合を防止する内視鏡が示されている。この内視鏡において
は、操作部本体の正面部に、挿入部を保持する保持部を備えた保持部材を設けている。保
持部材は、その上端側中央に保持部となる保持孔を備えている。保持孔の内径は、挿入部
の外径より所定寸法だけ大きく形成されている。そして、挿入部の先端部、湾曲部、或い
は可撓管部の先端側を、保持孔内に配置することによって、挿入部が保持部材によって保
持されて、挿入部の先端側部分が空間上に配置される。
【０００９】
　また、特許文献３には、一端側に孔を設けた紐状の結束具が示されている。この結束具
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においては、細長で可撓性を有する管体を孔に通して所定の位置に配置させた後、該管体
をコイル状に巻き、コイル状に巻かれた管体の束の周囲に結束具の紐部分を巻き、紐の他
端側部を一端側部に固定することによって、細長で可撓性を有する管体をコイル状に巻回
保持する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００４－３２１２４３号公報
【特許文献２】特開２００８－２１２２３９号公報
【特許文献３】米国特許出願公開２００９／０１０６９４８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献２に示された保持部材は、保持孔を備えた保持部材を操作部本
体の正面に固定して設けられている。したがって、挿入部の先端側部分を保持孔内に配置
させておくことにより、運搬中、挿入部の先端部等が壁や障害物等に当たる不具合、及び
挿入部の先端側部分の上に物品が置かれること、或いは踏まれることからは解消される。
しかし、内視鏡装置を肩から提げて運搬する際、操作部から延出する挿入部が垂れ下がっ
ていることにより、作業者が誤って挿入部を踏んでしまうおそれがある。
【００１２】
　一方、特許文献３の帯状片を有する結束具では、該文献３の図１７に示すように検査器
具の把持操作部から延出する細長で可撓性を有するプローブをコイル形状に巻いた後、結
束具で一纏めにすることができる。しかし、この結束状態において、コイル形状部を含む
プローブが把持操作部に対して揺れ動くおそれがある。つまり、運搬中に、挿入部の先端
側部分を壁や障害物等にぶつけて、観察画像に不具合が生じるおそれ、或いは湾曲動作に
支障をきたすおそれがある。
【００１３】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたものであって、運搬中に挿入部の先端部、或いは湾
曲部等を壁、或いは障害物等にぶつけて発生する不具合を防止し、かつ、挿入部をユーザ
ーの好みにしたがって取り纏めて操作部から挿入部が垂れ下がることを無くす挿入部保持
具を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の挿入部保持具は、弾性部材で扁平形状に構成され、平面部に、内視鏡操作部か
ら延出される挿入部が挿通される第１貫通孔と、前記第１貫通孔に隣設し、前記挿入部の
先端側部分を保持するための第２貫通孔と、を具備している。
【００１５】
　この構成の挿入部保持具によれば、内視鏡操作部から延出する挿入部を、第１貫通孔に
挿通させるとともに、第１貫通孔を通過した挿入部の先端側部分を第２貫通孔に保持させ
ることによって、内視鏡操作部から延出する挿入部を取り纏められる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、運搬中に挿入部の先端部、或いは湾曲部等を壁、或いは障害物等にぶ
つけて発生する不具合を防止し、かつ、挿入部をユーザーの好みにしたがって取り纏めて
操作部から挿入部が垂れ下がることを無くす挿入部保持具を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１－図９は挿入部保持具を備える内視鏡装置にかかり、図１は内視鏡装置の構
成を説明する図
【図２Ａ】挿入部保持具の正面図
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【図２Ｂ】挿入部保持具が有する押圧部を指で押圧して変形する第２貫通孔を説明する図
【図３】着脱機構部を構成する操作部側着脱部を備える内視鏡本体を説明する図
【図４】着脱機構部を構成する本体側着脱部を備える装置本体を説明する図
【図５】折れ止め部材の根本部に保持された挿入部保持具の保持部に挿入部の先端側部分
を保持させた状態、及びその保持状態において操作部を持ち上げたときの操作部と挿入部
との関係を説明する図
【図６】挿入部を螺旋状に巻き取って螺旋状挿入部を形作った後、根本部に保持された挿
入部保持具の保持部に挿入部の先端側部分を保持させた状態、及び螺旋状挿入部の一部と
把持部とを把持して操作部を持ち上げたときの操作部と挿入部との関係を説明する図
【図７】挿入部の先端側部分を操作部の把持部方向を向くように挿入部保持具の保持部に
保持させた状態を説明する図
【図８】挿入部の中途に配置された挿入部保持具の保持部に挿入部の先端側部分を保持さ
せ、その後、前記図５に示した保持状態に移行する手順を説明する図
【図９】前記図６の保持状態から螺旋状挿入部を形作る手順を説明する図
【図１０】図１０－図１４は内視鏡本体と装置本体とを一体に取り付けて構成される巻回
部保持部にかかり、図１０は内視鏡本体と装置本体とが一体の内視鏡装置を構成する手順
を説明する図
【図１１】内視鏡本体と装置本体とが一体に構成され内視鏡装置を説明する斜視図
【図１２】螺旋状挿入部を装置本体に一体な内視鏡本体の操作部に吊り下げる手順を説明
する側面図
【図１３】内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げる手順を説明する斜視図
【図１４】内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げた状態における操作部と挿入部との関係
を説明する図
【図１５】図１５及び図１６は内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げる他の手順にかかり
、挿入部の中途に挿入部保持具を配置した状態で螺旋状挿入部を形作る手順及び挿入部保
持具を操作部側に移動させる手順を説明する図
【図１６】操作部側に移動させた挿入部保持具の保持部に挿入部の先端側部分を保持させ
る手順を説明する図
【図１７】図１７及び図１８は内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げる別の手順にかかり
、挿入部の中途に配置された挿入部保持具を、挿入部の軸回りに回転させて、挿入部の先
端側部分を挿入部保持具の保持部に保持させる手順を説明する斜視図
【図１８】挿入部の中途に配置された挿入部保持具を、挿入部の軸回りに回転させて、挿
入部の先端側部分を挿入部保持具の保持部に保持させる手順を説明する側面図
【図１９】図１９は内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げるまた他の手順にかかり、挿入
部の中途に配置されている挿入部保持具の第１貫通孔に挿入部を複数回挿通させて螺旋状
挿入部を形作る手順を説明する図
【図２０】挿入部保持具の他の構成例を説明する図
【図２１】図２０の構成の挿入部保持具を使用して内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げ
る手順を説明する図
【図２２】挿入部保持具の別の構成例を説明する図
【図２３】挿入部保持具のまた別の構成例を説明する図
【図２４】図２３の構成の挿入部保持具を使用して内視鏡装置に螺旋状挿入部を吊り下げ
る手順を説明する図
【図２５】図２５及び図２６は螺旋状挿入部を纏める結束具を備える内視鏡にかかり、図
２５は結束具の構成及び作用を説明する図
【図２６】図２６は結束部によって纏められた螺旋状挿入部を説明する図
【図２７】表示装置を操作部に電気的に接続して構成される内視鏡装置を説明する図、及
びその内視鏡装置に備えられた結束具の作用を説明する図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
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　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１－図９を参照して本発明の一実施形態を説明する。　
　図１に示すように内視鏡装置１００は、内視鏡本体１０と、挿入部保持具３０と、装置
本体５０とを備えて主に構成されている。
【００１９】
　内視鏡本体１０は、第１筐体部である内視鏡操作部（以下、操作部と略記する）１１を
備え、装置本体５０は第２筐体部である外装部５３を備えている。内視鏡アダプタ９は、
操作部１１から延出するように設けられた内視鏡挿入部（以下、挿入部と略記する）１２
の先端側に着脱自在に取り付けられるように構成されている。
【００２０】
　本実施形態において、内視鏡本体１０は、操作部１１と、この操作部１１から延出する
挿入部１２及びユニバーサルコード１３とを備えている。挿入部１２は、細長で、先端側
から順に、先端部１４、湾曲部１５、及び可撓管部１６を連設して構成される。先端部１
４には、内視鏡アダプタ９を通して観察される被検部位を撮像する観察部である図示しな
いＣＣＤ等の撮像素子を備えた撮像ユニット（不図示）が内蔵されている。湾曲部１５は
、例えば複数の湾曲駒を連設して上下左右方向に湾曲するように構成されている。可撓管
部１６は、長尺に構成され、予め設定した弾発性を有する。そのため、可撓管部１６は、
予め設定した内径の螺旋形状に巻き取ることが可能である。
【００２１】
　挿入部１２内には、撮像ユニットに接続される撮像系信号線、湾曲部１５を湾曲動作さ
せるための湾曲ワイヤ、内視鏡アダプタ９に備えられた被検部位を照明するためのＬＥＤ
に電力を供給する電源線等が挿通されている。
【００２２】
　なお、挿入部１２の先端部１４に、内視鏡アダプタ９を着脱自在に取り付けられる構成
としているが、先端部１４に照明部及び観察部を設ける構成であってもよい。また、内視
鏡アダプタ９がライトガイドファイバーを備える構成であってもよい。その構成の場合、
挿入部１２内に電源線の代わりに照明光を伝送するライトガイドファイバーが挿通される
。さらに、挿入部１２は、湾曲部１５を備える構成としているが、挿入部１２は湾曲部１
５を有する構成に限定されるものではなく、先端部１４に可撓管部１６を連設して構成す
るタイプであってもよい。
【００２３】
　操作部１１は、操作者が把持する把持部１７を備えている。操作部１１は、操作者が把
持部１７を把持した状態で湾曲部１５の湾曲操作を可能にする湾曲操作レバー１８を備え
ている。湾曲操作レバー１８は、把持部１７の天面１７ａに対して直立して設けられてい
る。湾曲操作レバー１８は、少なくとも４方向に傾倒自在であり、操作者が湾曲操作レバ
ー１８の傾倒方向を変化させることによって、湾曲ワイヤが牽引、弛緩されて湾曲部１５
が上下／左右の４方向のうち、いずれかの方向に湾曲するようになっている。
【００２４】
　ユニバーサルコード１３内には、撮像系信号線、ＬＥＤに電力を供給する電源線に加え
て、操作部１１内に設けられている駆動モータに電力を供給するモータ用電源線が挿通さ
れている。なお、内視鏡が湾曲部を有していない構成の場合、湾曲操作レバー１８、駆動
モータ、及びモータ用電源線は不要である。
【００２５】
　操作部１１から延出されたユニバーサルコード１３の基端部は、装置本体５０を構成す
る外装部５３に接続されている。　
　外装部５３は、第１の外装形成部材（以下、第１外装部と略記する）５１と第２の外装
形成部材（以下、第２外装部と略記する）５２とを一体にして構成される。本実施形態の
外装部５３は、厚み寸法を薄くした扁平な直方体形状である。第１外装部５１の一面には
、表示装置としてのモニター５４が設けられている。モニター５４の画面５４ａには、内
視鏡本体１０の撮像ユニットにより撮像された内視鏡画像等が表示される。
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【００２６】
　本実施形態において、装置本体５０は、いわゆる薄型モニターを構成している。この構
成の外装部５３において、モニター５４が配設された一面側を正面とし、その裏面側を背
面とする。
【００２７】
　外装部５３の第１外装部５１及び第２外装部５２により覆われた内部には、ＣＰＵ等の
電気部品、及び電源部であるバッテリーユニット等が設けられている。ＣＰＵは、撮像素
子を駆動する信号を生成する回路、或いは撮像ユニットから伝送された電気信号を映像信
号に生成する回路等の制御を行う。バッテリーユニットは、ＬＥＤ、モニター５４、或い
は駆動モータに電力を供給する。
【００２８】
　外装部５３には、スタンドを兼用するハンドル５５が取り付けられている。ハンドル５
５は、装置本体５０の携帯性を向上させるとともに、装置本体５０を立てて使用すること
等を可能にする。
【００２９】
　ハンドル５５は、ハンドル本体５５ａと、略Ｌ字形状の一対の腕部５５ｂとで構成され
ている。腕部５５ｂの一端部５５ｃは、ハンドル本体５５ａのそれぞれの端面に固定ボル
ト７ａによって一体的に固定される。一方、腕部５５ｂの他端部５５ｄは、それぞれ締結
具７ｂによって画面５４ａに隣接する両側面５３ｓに取り付けられる。
【００３０】
　符号５６は、ベルト取付孔である。ベルト取付孔５６は、腕部５５ｂの屈曲部に設けら
れている。ベルト取付孔５６にはベルトが備えるフックが取り付けられるようになってい
る。また、外装部５３の両側面５３ｓの下部にはベルト取付用金具５７が設けられている
。ベルト取付用金具５７には後述するベルトが備えるフックが取り付けられるようになっ
ている。
【００３１】
　なお、本実施形態においては、装置本体５０に表示装置としてモニター５４を設ける構
成を示している。しかし、例えば、図２７に示すように第２筐体である単独の表示装置１
１０を、操作部１１Ａに電気的に接続して内視鏡装置１００Ａを構成するようにしてもよ
い。内視鏡装置１００Ａにおいては、表示装置１１０を操作部１１Ａに設ける構成である
ため、操作部１１Ａ内にＣＰＵ等を設けるようにしてもよい。その他の構成は上述した実
施形態と同様であり同部材には同符号を付して説明を省略する。
【００３２】
　本実施形態の内視鏡装置１００は、可搬性を考慮して構成されている。そのため、装置
本体５０にベルトが取り付けられると共に、内視鏡本体１０と装置本体５０とを一体にす
る着脱機構部６０と、挿入部１２が垂れ下がることを防止する挿入部保持具３０とが備え
られている。
【００３３】
　ここで、挿入部保持具３０と着脱機構部６０について説明する。　
　まず、挿入部保持具３０について説明する。挿入部保持具３０は、弾性を有する例えば
シリコーンゴム等で、扁平な略楕円形状等に形成されている。挿入部保持具３０は、図１
、図２Ａに示すように平面部３３に第１貫通孔３１と、第２貫通孔３２とを備えている。
【００３４】
　第１貫通孔３１は、略円形形状であって、その内径は、挿入部１２の外径よりも大きく
形成され、且つ、操作部１１を構成する折れ止め部材１９の例えば根本部１９ａに弾性力
によって着脱自在に保持される構成になっている。
【００３５】
　したがって、挿入部保持具３０の第１貫通孔３１に挿入部１２が挿通された状態におい
て、該保持具３０は、挿入部１２の長手軸方向に対して移動可能で、且つ、長手軸回りに
回転可能である。そして、挿入部保持具３０を操作部１１に向けて長手軸方向に移動させ
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ることによって、折れ止め部材１９の根本部１９ａに一体的に固定配置することができる
。
【００３６】
　第２貫通孔３２は、長孔形状である。即ち、第１貫通孔３１の形状とは異なっている。
第２貫通孔３２は、外径寸法の異なる例えば二種類の挿入部１２の先端側部分である、先
端部１４、又は可撓管部１６の先端側を保持することが可能に構成されている。本実施形
態においては、可撓管部１６の先端側を保持している。
【００３７】
　すわなち、第２貫通孔３２は、第１挿入部保持部（以下、第１保持部と略記する）３２
ａと、第２挿入部保持部（以下、第２保持部と略記する）３２ｂと、連通孔３２ｃと、を
備えて構成されている。第１保持部３２ａは、第１の直径で形成された挿入部を保持する
。第２保持部３２ｂは、第１の直径より小さい第２の直径で形成された挿入部を保持する
。連通孔３２ｃは、第２保持部３２ｂと第１保持部３２ａとを連通する。
【００３８】
　第１保持部３２ａは、略円形形状である。第１保持部３２ａは、長孔である第２貫通孔
３２の中央に位置するように形成されている。第１保持部３２ａの内径は、第１の直径よ
り予め定めた寸法分、小径である。この結果、第１保持部３２ａに第１直径で形成された
挿入部の例えば可撓管部１６の先端側を配置すると、挿入部が挿入部保持具３０の有する
弾性力によって、第１保持部３２ａに一体的に保持される。
【００３９】
　第２保持部３２ｂは、略半円形状である。第２保持部３２ｂは、第１保持部３２ａを挟
んで第２貫通孔３２の両側部に形成されている。第２保持部３２ｂの内径は、第２直径よ
り予め定めた寸法分、小径である。この結果、第２保持部３２ｂに第２直径で形成された
挿入部の例えば可撓管部１６の先端側を配置すると、挿入部が挿入部保持具３０の有する
弾性力によって、第２保持部３２ｂに一体的に保持される。
【００４０】
　連通孔３２ｃは、端側から中央に行くにしたがって徐々に幅広になるように形成されて
いる。そして、挿入部保持具３０は、図２Ｂに示すように例えば作業者の指によって外縁
面に設けられている押圧部（図１、図２Ａの符号３５参照）を押圧することによって、破
線に示すように変形する。つまり、押圧部３５を押圧することによって、保持部３２ａ、
３２ｂの径が拡径されて連通孔３２ｃの幅が拡がった第２貫通孔３２Ｄを得られる。
【００４１】
　したがって、作業者は、第１の直径の挿入部を第１保持部３２ａに配置させる際、或い
は、第２の直径の挿入部を第２保持部３２ｂに配置させる際、挿入部保持具３０の押圧部
３５を押圧して第２貫通孔３２Ｄを得ることにより、容易に挿入部を所望する保持部３２
ａ、３２ｂに配置させることができる。
【００４２】
　なお、押圧部３５には、複数の凹凸部が設けられている。この凹凸部は、指が滑ること
を防止する滑り止め部と、押圧部３５の位置を告知する告知部とを兼用している。　
　また、本実施形態において、第１貫通孔３１を略円形形状としている。しかし、第１貫
通孔３１は円形に限定されるものではなく、折れ止め部材１９の根本部１９ａの形状に合
わせて、或いは弾性力によって保持可能な多角形形状、楕円形状等であってもよい。
【００４３】
　図３に示すように内視鏡本体１０を構成する操作部１１の脚部２１Ｌ、２１Ｒの一方で
ある例えば右脚部２１Ｒの側面にはハンガー２２が設けられている。ハンガー２２は、着
脱機構部（図１０の符号６０参照）の第１着脱部であり、操作部側着脱部を構成する。
【００４４】
　一方、図４に示すように装置本体５０を構成する外装部５３の背面５３Ｂには、着脱機
構部６０の第２着脱部としての本体側着脱部６１が設けられている。本体側着脱部６１に
は、ハンガー２２が着脱自在に取り付けられる。符号６２は、ストッパー部である。スト
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ッパー部６２は、脱落防止部及び切換操作部を兼用する操作部兼用保持部である。
【００４５】
　図３の二点鎖線に示すようにハンガー２２は、例えば、硬質な樹脂部材で形成され、突
起部２２ｂと、固定部２２ｅとを有して構成されている。突起部２２ｂは、係止溝２２ａ
を備えている。固定部２２ｅは、例えば直交する保持面２２ｄ１、２２ｄ２と、曲面凸部
２２ｄ３とを備えて構成された保持部２２ｄを有する。突起部２２ｂの裏面側には、係止
溝２２ａを挟んで一対のボス２２ｃが突設している。　
　ハンガー２２は、固定部２２ｅの裏側面、及びボス２２ｃの裏側面を、右脚部２１Ｒの
側面に当接させた状態で、ネジ７ｃによって固定されている。符号２２ｆは、係止溝２２
ａの終端である。
【００４６】
　図４に示すように本体側着脱部６１は、ハンガー係止部である。本体側着脱部６１は、
例えばステンレス鋼等の金属製である。本体側着脱部６１は、固定円板部６１ａと、支持
柱６１ｂと、保持部６１ｃとを備えて構成されている。支持柱６１ｂは、固定円板部６１
ａの中央部から立設している。保持部６１ｃは、支持柱６１ｂを挟んで固定円板部６１ａ
に対向している。固定円板部６１ａは、ネジ７ｄによって固定される。
【００４７】
　支持柱６１ｂの径寸法は、ハンガー２２の係止溝２２ａの幅寸法を考慮して設定され、
係止溝２２ａの幅寸法より予め定めた寸法分、小さく設定してある。固定円板部６１ａと
保持部６１ｃとの間の隙間は、ハンガー２２の突起部２２ｂの厚み寸法を考慮して設定さ
れ、突起部２２ｂの厚み寸法より予め定めた寸法分、大きく設定してある。　
　なお、保持部６１ｃの幅寸法は、少なくとも係止溝２２ａの幅寸法より予め定めた寸法
分、幅広に形成されている。
【００４８】
　したがって、作業者が、ハンガー２２の係止溝２２ａの開口を、本体側着脱部６１の支
持柱６１ｂに対向させ、その後、ハンガー２２を本体側着脱部６１に近づけていくことに
より、ハンガー２２の係止溝２２ａ内に本体側着脱部６１の支持柱６１ｂが配置される。
【００４９】
　そして、本体側着脱部６１の隙間に、ハンガー２２の突起部２２ｂが配設されて、ハン
ガー２２が本体側着脱部６１に引っ掛けられた状態、言い換えれば、係止された状態にな
る。
【００５０】
　ストッパー部６２は、図示しない付勢部材であるコイルバネと、ストッパー６４と、ス
トッパー規定板６５とを備えて構成されている。コイルバネは、押しバネであって、スト
ッパー６４を背面５３Ｂから突出させるように押圧する。ストッパー６４は、断面形状が
略凸字形状であって、硬質な樹脂部材、又はステンレス鋼等の金属部材で形成されている
。ストッパー規定板６５は、例えばステンレス鋼等の金属製の薄板で構成され、ネジ７ｅ
によって背面５３Ｂに固定される。このことによって、ストッパー６４の図示しない縁部
がストッパー規定板６５に当接することにより、ストッパー６４の突出量が規定される。
【００５１】
　すなわち、ストッパー部６２を構成するストッパー６４は、コイルバネの付勢力によっ
て押し上げられて、背面５３Ｂから突出した状態で配設される。この背面５３Ｂから突出
したストッパー６４は、押圧面６４ｄをコイルバネの付勢力に抗して押圧することによっ
て押し下げられていく。
【００５２】
　つまり、本実施形態において、ストッパー６４は突没自在である。ストッパー６４の押
圧面６４ｄは、背面５３Ｂに対して所定量突出した突出状態と、背面５３Ｂと略面一致し
た没状態とに変化するように設定されている。そして、ストッパー６４が突出状態のとき
、内視鏡本体１０を装置本体５０に保持することが可能な状態である。一方、ストッパー
６４が没状態のとき、内視鏡本体１０が装置本体５０に対して着脱可能な状態である。



(10) JP 2011-139849 A 2011.7.21

10

20

30

40

50

【００５３】
　ハンガー２２が本体側着脱部６１に所定の取り付け状態で取り付けられたとき、コイル
バネの付勢力によって突出されたストッパー６４の当接面６４ｃ１、６４ｃ２が、ハンガ
ー２２の保持面２２ｄ１、２２ｄ２に当接した保持状態になって、本体側着脱部６１に係
止されたハンガー２２の脱落が確実に防止される。
【００５４】
　ここで、挿入部保持具３０及び着脱機構部６０を備えた内視鏡装置１の作用を説明する
。なお、使用される内視鏡本体１０の挿入部１２は、第２の直径の挿入部であって、第１
の直径の挿入部より細径である。　
　まず、挿入部保持具３０の作用を説明する。　
　作業者は、予め、図３に示すように挿入部保持具３０の第１貫通孔３１を折れ止め部材
１９の根本部１９ａに配置しておく。すると、挿入部保持具３０は、該保持具３０の有す
る弾性力によって操作部１１に一体に保持される。
【００５５】
　検査中に、作業者が例えば一息入れる際、図５に示すように挿入部１２の例えば可撓管
部１６の先端側を第２貫通孔３２の第２保持部３２ｂに配置させる。すると、挿入部１２
の先端側部分は、挿入部保持具３０の有する弾性力によって第２保持部３２ｂに保持され
て、机面上、床面等から浮いた状態になる。
【００５６】
　このように、装入保持具を操作部に一体に取り付け、挿入部を保持部に配置することに
より、挿入部を挿入部保持具を介して操作部に一体に保持させて、挿入部の先端側部分の
上に物品が置かれること、及び先端側部分が足で踏まれること等を防止することができる
。
【００５７】
　しかし、上述した状態で、操作部１１を持ち上げた場合、図中の破線に示すように挿入
部１２の先端側部分は、操作部１１に対して一体であるが、中途部分が操作部１１から長
く垂れ下がってしまう。このため、作業者は、検査を中止して移動する場合には、可撓管
部１６の先端側を第２保持部３２ｂに配置させる以前に、可撓管部１６の弾発性を利用し
て図６に示すように挿入部１２を螺旋状に巻き取った螺旋状挿入部１２ｈを形作る。その
後、作業者は、挿入部１２の先端側部分である可撓管部１６の先端側を第２貫通孔３２の
第２保持部３２ｂに配置する。
【００５８】
　この結果、作業者が、図中の破線に示すように手指９０で把持部１７と共に、螺旋状挿
入部１２ｈの一部を握って、操作部１１を持ち上げることにより、挿入部１２が操作部１
１から長く垂れ下がる不具合を解消することができる。
【００５９】
　また、挿入部１２の可撓管部１６の先端側が、第２保持部３２ｂによって保持されてい
る。したがって、運搬中に、挿入部１２の先端部１４、湾曲部１５が壁、或いは障害物等
にぶつかって、先端部１４に設けられた撮像素子、光学レンズ等が破損する不具合、湾曲
部１５を構成する湾曲駒が変形する不具合を防止することができる。
【００６０】
　なお、上述した図５、図６においては、挿入部１２の先端側部分を操作部１１側から挿
入部１２側に突出させて配置している。しかし、挿入部１２の先端側部分を第２保持部３
２ａに挿通配置させる際、作業者は、挿入部１２の先端部１４を操作部１１方向に向けて
移動させて、挿入部１２の先端部１４が図７に示すように操作部１１の把持部１７方向を
向くように第２保持部３２ａに保持させるようにしてもよい。
【００６１】
　また、上述した図５、図６においては、予め、挿入部保持具３０を折れ止め部材１９の
根本部１９ａに保持させるとしている。しかし、図８に示すように挿入部保持具３０を挿
入部１２の中途に配置した状態にしておいてもよい。
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【００６２】
　この場合、図中の二点鎖線に示すように挿入部１２の先端側部分を第２保持部３２ｂに
保持させた後、挿入部保持具３０を一点鎖線、破線に示すように徐々に長手軸方向の操作
部１１側に移動していく。そして、最終的に、挿入部保持具３０の第１貫通孔３１を折れ
止め部材１９の根本部１９ａに配置して、挿入部保持具３０を操作部１１に一体に保持さ
せる。　
　このことによって、図５で示した実施形態と同様に挿入部１２を、挿入部保持具３０を
介して操作部１１に一体に保持させることができる。
【００６３】
　さらに、上述した図６においては、作業者が、まず、挿入部１２を螺旋状に巻き取った
螺旋状挿入部１２ｈを形作った後、挿入部１２の可撓管部１６の先端側を第２保持部３２
ｂに配置させるとしている。しかし、図９の破線に示すように挿入部１２を、挿入部保持
具３０を介して操作部１１に一体に保持させ、その後、挿入部１２を実線に示すように例
えば８の字状（二輪形状）に形成し、折り返えすことによって図６に示したような螺旋状
挿入部１２ｈを形作るようにしてもよい。　
　このことによって、図６で示した実施形態と同様に挿入部１２が操作部１１から長く垂
れ下がる不具合を解消することができる。
【００６４】
　次に、着脱機構部６０の作用を説明する。　
　本実施形態の内視鏡装置１においては、着脱機構部６０は、内視鏡本体１０と装置本体
５０との一体的な取り付け、及び一体的に取り付けられている内視鏡本体１０と装置本体
５０とを別体にする取り外しを容易に行える機能と、後述する巻回状態の挿入部を保持す
る巻回部保持部とを兼ねている。
【００６５】
　具体的に、図１０に示すように内視鏡本体１０の操作部１１を装置本体５０に配設する
際、作業者は、まず、内視鏡本体１０を構成する操作部１１に設けられている破線で示す
ハンガー２２の係止溝２２ａを、装置本体５０の外装部５３の背面５３Ｂに設けられてい
る本体側着脱部６１に略対峙させる。そして、作業者は、ハンガー２２を、本体側着脱部
６１から離間したストッパー部６２に向けて近づけていく。
【００６６】
　次に、作業者は、ハンガー２２の表側面とストッパー部６２の表側面とが略対峙する位
置まで移動したか否かを確認する。作業者は、対峙したことを確認後、ハンガー２２の表
側面をストッパー部６２の表側面に向けて移動させ、突起部２２ｂの表側面をストッパー
６４の押圧面６４ｄに当接させる。この後、作業者は、背面５３Ｂから突出しているスト
ッパー６４をコイルバネの付勢力に抗して、没状態になるまで押し下げていく。作業者は
、没状態への押し下げを完了した時点で、ハンガー２２の係止溝２２ａの開口を支持柱６
１ｂに向けて移動させていく。
【００６７】
　ここで、作業者は、係止溝２２ａ内に支持柱６１ｂが配置されるように位置合わせを行
い、係止溝２２ａ内に支持柱６１ｂを配置させ、その後、係止溝２２ａの終端２２ｆが支
持柱６１ｂに当接するまでハンガー２２を移動させていく。すると、ハンガー２２が、本
体側着脱部６１に対して所定の状態で係止される。
【００６８】
　ハンガー２２が所定の係止状態になることによって、ハンガー２２によるストッパー６
４に対する押圧力が解除される。すると、ストッパー６４は、コイルバネの付勢力によっ
て突出する。このことによって、図１１に示すよう操作部１１が装置本体５０の背面５３
Ｂに対して一体に保持される。この保持状態において、ストッパー６４の当接面６４ｃ１
、６４ｃ２が、ハンガー２２の保持面２２ｄ１、２２ｄ２に当接して、操作部１１が外装
部５３にして回転すること及び脱落することが規制されて取り付けられる。
【００６９】
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　この保持状態において、前記図６に示したように巻き取って螺旋状に束ねられた螺旋状
挿入部１２ｈを、図１２に示す操作部１１と背面５３Ｂとの隙間２０を介して巻回部保持
部を兼ねる着脱機構部６０上に配置する。すると、図１２－図１４に示すように螺旋状挿
入部１２ｈが操作部１１と背面５３Ｂとの間に一纏めに配置されて、内視鏡本体１０の操
作部１１に吊り下げて保持する。この吊り下げ配置した状態において、螺旋状挿入部１２
ｈが着脱機構部６０を覆い包んでいることにより、螺旋状挿入部１２ｈの螺旋が崩れるこ
とが防止される。
【００７０】
　このように、操作部を装置本体の外装部に着脱機構部を介して一体に取り付けた後、螺
旋状挿入部を操作部と背面との間に配置し、挿入部の先端側部分を挿入部保持具の第２保
持部に保持することによって、螺旋状に束ねられた螺旋状挿入部を操作部に吊り下げて保
持することができるとともに、螺旋状挿入部の螺旋形状が崩れることを防止することがで
きる。
【００７１】
　したがって、螺旋状挿入部を外装部に取り付けられた操作部に吊り下げることによって
、挿入部が操作部から長く垂れ下がる不具合が解消される。また、作業者は、螺旋状挿入
部を把持することなく、ハンドルを把持して内視鏡装置の運搬を行うことができる。
【００７２】
　なお、上述した図１２－図１４に示した実施形態においては、予め、図６に示すように
挿入部保持具３０が折れ止め部材１９に保持され、且つ、挿入部保持具３０の第２保持部
３２ｂに挿入部１２の先端側部分が保持され、且つ、挿入部１２の一部には螺旋状に束ね
られた螺旋状挿入部１２ｈを備えている。そして、螺旋状挿入部１２ｈが、操作部１１と
背面５３Ｂとの隙間２０を介して着脱機構部６０上に配置して、挿入部が操作部から長く
垂れ下がる不具合を解消している。しかし、図１５に示すように挿入部保持具３０を挿入
部１２の中途に配置した状態で、挿入部１２を螺旋状に巻き取るようにして、同様の作用
及び効果を得ることができる。
【００７３】
　即ち、作業者は、まず、操作部１１が外装部５３に対して回転すること及び脱落するこ
とが規制された取り付けられた状態において、可撓管部１６を繰り返し操作部１１と背面
５３Ｂとの間の隙間に通して、螺旋状挿入部１２ｈを形作る。
【００７４】
　次に、作業者は、挿入部１２の中途に配置されていた挿入部保持具３０を破線、一点鎖
線に示すように長手軸方向に沿って移動させて、挿入部１２の先端部１４に近づけていく
。　
　そして、作業者は、図１６に示すように挿入部保持具３０の第１貫通孔３１を折れ止め
部材１９の根本部１９ａに配置させることなく、挿入部１２の先端側部分である可撓管部
１６の先端側を第２貫通孔３２の第２保持部３２ｂに配置する。このとき、作業者は、押
圧部３５を指で押圧して前記第２貫通孔３２Ｄを得る。ここで、作業者は、挿入部１２の
先端側部分を第２保持部３２ｂ近傍に配置する。その後、作業者は、押圧部３５に対する
押圧を解除する。すると、挿入部１２の先端側部分が、第２保持部３２ｂによって保持さ
れる。
【００７５】
　この結果、上述と同様に、挿入部１２が操作部１１から長く垂れ下がる不具合が解消さ
れるとともに、螺旋状挿入部１２ｈを把持することなく、ハンドル５５を把持して内視鏡
装置１の運搬を行える。
【００７６】
　また、図１５、図１６の実施形態においては、挿入部１２の中途に配置されていた挿入
部保持具３０を破線、一点鎖線に示すように長手軸方向に沿って移動させて、挿入部１２
の先端部１４に近づけていくとしている。しかし、上述したように可撓管部１６を繰り返
し操作部１１と背面５３Ｂとの間の隙間に通して螺旋状挿入部１２ｈを形作った際、図１
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７、図１８に示すように挿入部１２の先端部１４が挿入部保持具３０近傍に配置される場
合がある。
【００７７】
　この場合には、挿入部保持具３０を例えば反転させて、挿入部１２の先端側部分を第２
保持部３２ｂに配置させる。　
　この結果、上述と同様に、挿入部１２が操作部１１から長く垂れ下がる不具合が解消さ
れるとともに、螺旋状挿入部１２ｈを把持することなく、ハンドル５５を把持して内視鏡
装置１の運搬を行える。
【００７８】
　上述した実施形態においては、挿入部１２を予め挿入部保持具３０の第１貫通孔３１に
挿通するとしている。言い換えれば、第１貫通孔３１に、先ず、挿入部１２を挿通させる
としている。しかし、使用される内視鏡本体１０の挿入部１２が、第２の直径の挿入部で
ある場合、以下に示すように螺旋状挿入部１２ｈを形作るようにしても良い。
【００７９】
　即ち、第２の直径の挿入部１２を先ず、図１９に示すように挿入部保持具３０の第２貫
通孔３２の第１保持部３２ａに挿通させる。次に、可撓管部１６を操作部１１と背面５３
Ｂとの間の隙間に通した後、挿入部１２を挿入部保持具３０の第１貫通孔３１に挿通させ
る。次いで、可撓管部１６を操作部１１と背面５３Ｂとの間の隙間に通すこと、及び挿入
部１２を第１貫通孔３１に挿通させることを繰り返す。そして、最後に、挿入部１２の先
端側部分を矢印Ｙ２１に示すように挿入部保持具３０の第２貫通孔３２の第２保持部３２
ｂに向けて配置する。　
　このことによって、第１貫通孔３１内を挿通する螺旋状挿入部１２ｈが形作られる。
【００８０】
　このように、挿入部１２を複数回、操作部１１と背面５３Ｂとの間を通過させると共に
、第１貫通孔３１内に複数回、挿通させて螺旋状挿入部１２ｈを形作ることによって、運
搬中、螺旋状挿入部１２ｈがばらばらになることを確実に防止することができる。
【００８１】
　また、上述した実施形態において、挿入部保持具３０の第１貫通孔３１は、略円形形状
で、その内径を挿入部１２の外径よりも大きく形成して、且つ、操作部１１を構成する折
れ止め部材１９の例えば根本部１９ａに弾性力によって着脱自在に保持される構成として
いる。しかし、第１貫通孔はこの形態に限定されるものではなく、図２０に示すように挿
入部保持具３０Ａが挿入部１２に対して弾性力によって保持される構成であってもよい。
【００８２】
　図２０に示すように挿入部保持具３０Ａは、第１貫通孔３１Ａと第２貫通孔３２とを備
えている。第１貫通孔３１Ａの孔径は、第１の直径、或いは第２の直径を基に設定されて
いる。つまり、挿入部保持具３０Ａは、第２貫通孔３２及び第１の直径の挿入部の径寸法
に対応する実線に示す第１貫通孔３１Ａを有するタイプ、又は第２貫通孔３２及び第２の
直径の挿入部の径寸法に対応する破線に示す第１貫通孔３１Ａ２を有するタイプ等で構成
される。
【００８３】
　そして、挿入部保持具３０Ａの第１貫通孔３１Ａ１、３１Ａ２にそれぞれ対応する挿入
部が挿通されと、該挿入部は、保持具３０Ａの有する弾性力によって第１貫通孔３１Ａ１
、３１Ａ２に保持される。
【００８４】
　保持具３０Ａの弾性力、即ち保持力は、作業者が弾性力に抗して挿入部１２を長手軸方
向に対して移動させることが可能で、且つ、長手軸回りに回転させることが可能となるよ
うに設定されている。したがって、挿入部保持具３０Ａは、挿入部１２の先端から基端の
間の任意の位置に配置することが可能である。その他の構成は、前記挿入部保持具３０と
同様であり、同部材に同符号を付して説明を省略する。
【００８５】
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　この構成によれば、図２１に示すように挿入部保持具３０Ａを、挿入部１２の任意の位
置に保持させて、挿入部１２の先端側部分を挿入部保持具３０Ａの保持部３２ａ、３２ｂ
に保持させることができる。
【００８６】
　なお、挿入部保持具３０Ａの代わりに、図２２に示すように挿入部保持具３０Ｂを構成
するようにしてもよい。挿入部保持具３０Ｂは、第２貫通孔３２に加えて、第１の直径の
挿入部に対応する第１挿入部用第１貫通孔３１Ｂ１と、第２の直径の挿入部に対応する第
２挿入部用第１貫通孔３１Ｂ２とを備えている。その他の構成は、前記挿入部保持具３０
、３０Ａと同様であり、同部材に同符号を付して説明を省略する。
【００８７】
　この構成によれば、１つの挿入部保持具３０Ｂが、第１の直径の挿入部と、第２の直径
の挿入部とに対応する。したがって、挿入部の直径に合わせて複数種類の挿入部保持具３
０Ａを形成することを不要にすることができる。
【００８８】
　また、挿入部保持具３０、３０Ａ、３０Ｂの代わりに、図２３の挿入部保持具３０Ｃに
示すように外縁面に挿入部を保持する保持溝３４を例えば一対、形成するようにしてもよ
い。保持溝３４は、開口側に第１の直径の挿入部を押圧保持する第１溝３４ａを備え、溝
底側に第２の直径の挿入部を押圧保持する第２溝３４ｂを備えて構成されている。その他
の構成は、前記挿入部保持具３０、３０Ａ、３０Ｂと同様であり、同部材に同符号を付し
て説明を省略する。
【００８９】
　この構成によれば、図２４に示すように挿入部１２を複数回、操作部１１と背面５３Ｂ
との間を通過させると共に、挿入部１２を少なくとも２回、保持溝３４に圧入配置させて
螺旋状挿入部１２ｈを形作ることによって、運搬中、螺旋状挿入部１２ｈがばらばらにな
ることを確実に防止することができる。
【００９０】
　ここで、操作部１１の外装部５３からの取り外し手順を説明する。　
　装置本体５０の背面５３Ｂに操作部１１が一体に取り付けられた内視鏡本体１０を別体
にする際、作業者は、例えば、把持部１７を把持する手指９０でストッパー６４の押圧面
６４ｄを押圧する。そして、作業者は、背面５３Ｂから突出しているストッパー６４をコ
イルバネの付勢力に抗して没状態まで押し下げる。その後、作業者は、本体側着脱部６１
に取り付けられているハンガー２２をストッパー部６２の方向に向けて移動する。
【００９１】
　すると、ストッパー６４が没状態に押し下げられていることによって、ハンガー２２の
表側面がストッパー６４の押圧面６４ｄ上に配置される。ここで、作業者は、ハンガー２
２を本体側着脱部６１から離間するように移動させていく。すると、本体側着脱部６１と
ハンガー２２との係止状態が解除されて、内視鏡本体１０と装置本体５０とが再び別体な
状態になる。
【００９２】
　ところで、上述した図５－図９に示した実施形態においても、図１２－図２４に示した
実施形態のように螺旋状挿入部１２ｈを一つに纏めることが望まれている。　
　そのため、図２５及び図２６に示す実施形態においては、巻回部保持部として挿入部１
２に配置される結束具である第１結束バンド１０１と、操作部１１に配置される結束具で
ある第２結束バンド１０２とを設けている。
【００９３】
　図２５に示すように第１結束バンド１０１は、帯状片であって、一端側に貫通孔１０３
を備え、着脱自在な結合手段として例えば第１面ファスナー１０４を備えている。　
　貫通孔１０３は、挿入部１２が挿通可能な孔である。第１結束バンド１０１は、挿入部
１２が該孔１０３に挿通された状態において、長手軸方向に対して移動可能で、且つ、長
手軸回りに回転可能である。
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【００９４】
　第１面ファスナー１０４の一方側は、第１結束バンド１０１の一面側の他端側面に設け
られ、他方側（不図示）は他面側の一端側面に設けられている。第１結束バンド１０１の
一面側の第１面ファスナー１０４を、他面側の面ファスナー上に配置することによって、
第１結束バンド１０１は第１帯状輪１０５を構成する。
【００９５】
　第２結束バンド１０２も帯状片である。第２結束バンド１０２は、一端側が操作部１１
の例えば把持部１７に例えば接着によって固定されている。第２結束バンド１０２の一面
側の他端側面には第２面ファスナー１０６の一方側が設けられ、他面側には第２面ファス
ナー１０６の他方側（（不図示）が設けられている。第２結束バンド１０２も、一面側の
第２面ファスナー１０６を、他面側の面ファスナー（不図示）上に配置することによって
、第１結束バンド１０１と略同様な第２帯状輪１０７となる。
【００９６】
　ここで、結束バンドの作用を具体的に説明する。　
　作業者は、検査を中止して移動する場合、まず、挿入部１２を螺旋状に巻き取って螺旋
状挿入部１２ｈを形作る。次に、作業者は、挿入部１２の先端側部分である可撓管部１６
の先端側を第２貫通孔３２の第２保持部３２ｂに配置する。この後、作業者は、第１結束
バンド１０１、第２結束バンド１０２の順、或いはこの逆の順で結束バンド１０１、１０
２を結合状態にする。
【００９７】
　第１結束バンド１０１を結合状態にする場合、作業者は、第１結束バンド１０１を長手
軸方向に移動させて、螺旋状挿入部１２ｈの図中下側に配置させる。その後、作業者は、
螺旋状挿入部１２ｈを一纏めに括るため、長手軸を横切るように第１結束バンド１０１を
螺旋状挿入部１２ｈに巻き付ける。最後に、作業者は、第１面ファスナー１０４同士を結
合状態にする。このことによって、図２５、図２６に示すように螺旋状挿入部１２ｈが第
１結束バンド１０１によって一纏めに括られる。
【００９８】
　一方、第２結束バンド１０２を結合状態にする場合、作業者は、螺旋状挿入部１２ｈの
図中上側の所望の部位を、把持部１７近傍に配置する。その後、作業者は、螺旋状挿入部
１２ｈを一纏め括るため第２結束バンド１０２を螺旋状挿入部１２ｈに上述と同様に巻き
付ける。最後に、作業者は、第２面ファスナー１０６同士を結合状態にする。このことに
よって、図２５、図２６に示すように螺旋状挿入部１２ｈは、第２結束バンド１０２によ
って一纏めに括られ、この状態で操作部１１に一体に取り付けられる。
【００９９】
　この構成によれば、挿入部１２が操作部１１から長く垂れ下がる不具合を解消すること
ができる。また、螺旋状挿入部１２ｈを把持することなく、内視鏡装置１の運搬を行える
。
【０１００】
　なお、本実施形態においては、第２結束バンド１０２を把持部１７に固定するとしてい
るが、固定箇所は把持部１７に限定されるものではなく、脚部２１Ｒ、２１Ｌ等であって
よい。　
　また、図２７に示す内視鏡装置１００Ａにおいても、挿入部１２に第１結束バンド１０
１を設け、操作部１１Ａに第２結束バンド１０２を設けることによって、上述と同様の作
用及び効果を得ることかできる。
【０１０１】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【０１０２】
１…内視鏡装置　　７ａ…固定ボルト　　７ｂ…締結具　　７ｃ、７ｄ、７ｅ…ネジ
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９…内視鏡アダプタ　　１０…内視鏡本体　　１１、１１Ａ…操作部　　１２…挿入部
１２ｈ…螺旋状挿入部　　１３…ユニバーサルコード　　１４…先端部　　１５…湾曲部
１６…可撓管部　　１７…把持部　　１８…湾曲操作レバー　　１９…折れ止め部材
１９ａ…根本部　　２０…隙間　　２１Ｌ…左脚部　　２１Ｒ…右脚部　　
２２…ハンガー　　２２ａ…係止溝　　２２ｂ…突起部　　２２ｃ…ボス　　
２２ｄ…保持部　　２２ｄ１…保持面　　２２ｄ３…曲面凸部　　２２ｅ…固定部
２２ｆ…終端　　３０、３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ…挿入部保持
３１、３１Ａ、３１Ａ１、３１Ａ２、３１Ｂ１、３１Ｂ２…第１貫通孔
３２…第２貫通孔　　３２ａ…第１保持部　　３２ｂ…第２保持部　　３２ｃ…連通孔
３３…平面部　　３４…保持溝　　３４ａ…第１溝　　３４ｂ…第２溝　　３５…押圧部
５０…装置本体　　５１…第１外装部　　５２…第２外装部　　５３…外装部　　
５３Ｂ…背面　　５３ｓ…両側面　　５４…モニター　　５４ａ…画面　　
５５…ハンドル　　５５ａ…ハンドル本体　　５５ｂ…腕部　　５５ｃ…一端部
５５ｄ…他端部　　５６…ベルト取付孔　　５７…ベルト取付用金具　　
６０…着脱機構部　　６１…本体側着脱部　　６１ａ…固定円板部　　６１ｂ…支持柱
６１ｃ…保持部　　６２…ストッパー部　　６４…ストッパー　　６４ｃ１…当接面
６４ｄ…押圧面　　６５…ストッパー規定板　　９０…手指　　
１００、１００Ａ…内視鏡装置　　１０１…第１結束バンド　　１０２…第２結束バンド
１０３…貫通孔　　１０４…第１面ファスナー　　１０５…第１帯状輪　　
１０６…第２面ファスナー　　１０７…第２帯状輪　　１１０…表示装置

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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